
日
本
国
語
教
育
学
会
千
葉
県
支
部
主
催
・
千
葉
大
学
国
語
教
育
研
修
会
共
催 

国
語
教
育
研
究
会
の
ご
案
内 

 
 日 

時 
令
和
八
年
三
月
十
四
日(

土) 

 
 

 
 

十
二
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
三
〇
分
（
受
付
十
二
時
～
） 

会 

場 

千
葉
大
学
教
育
学
部
二
号
館
（
二
Ｆ
）
二
二
〇
七
教
室 

 
 

 
 

（
Ｊ
Ｒ
西
千
葉
駅
か
ら
徒
歩
一
〇
分
） 

内 

容 

千
葉
県
支
部
総
会
（
十
二
時
三
十
分
～
十
三
時
） 

研
究
発
表
（
十
三
時
〇
〇
分
～
十
六
時
二
〇
分
） 

井
上 

慎
哉
（
大
多
喜
町
立
大
多
喜
中
学
校
） 

「
言
葉
を
根
拠
と
し
た
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
単
元
学
習
の
追
究 

―

未
来
へ
繫
ぐ
『
シ
ン
・
文
集
お
お
た
き
』
を
作
成
す
る
言
語
活
動
を
通
し
て―

」 

髙
橋 

里
実
（
印
西
市
立
小
倉
台
小
学
校
） 

「
探
究
の
成
果
を
「
自
分
の
言
葉
」
で
伝
え
る
説
明
力
の
育
成 

―

領
域
関
連
・
教
科
等
横
断
を
踏
ま
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
元
に
基
づ
く 

楽
し
く
て
力
の
つ
く
言
語
活
動
の
追
究―

」 

吉
田 

篤
史
（
八
千
代
市
立
大
和
田
中
学
校
） 

「
寓
話
の
物
語
創
作
を
通
し
て
考
え
の
形
成
を
促
す
授
業
実
践 

―

自
己
の
思
い
や
考
え
を
日
常
と
は
異
な
る
視
点
で 

他
者
に
問
い
か
け
る
力
の
育
成―

」 

草
刈 

優
輝
（
木
更
津
市
立
祇
園
小
学
校
） 

「
読
ま
れ
る
こ
と
を
基
盤
と
し
て
書
き
手
を
育
む
学
習
指
導
の
在
り
方 

―

体
験
か
ら
考
え
を
紡
い
で
書
く
活
動
を
通
し
て―

」 

古
山 

慶
太
（
茂
原
市
立
西
小
学
校
） 

「
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
情
報
を
選
択
、
再
構
成
し
て
表
現
す
る
児
童
の
育
成 

―

動
画
・
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
地
域
図
書
館
で
の
作
品
紹
介
活
動
を
通
し
て―

」 

竹
内 

由
佳
（
鎌
ケ
谷
市
立
五
本
松
小
学
校
） 

「
異
学
年
交
流
を
基
盤
と
し
た
読
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成 

―

系
統
的
に
学
校
図
書
館
を
活
用
す
る
国
語
単
元
学
習
を
通
し
て―

」 

 

講
演
（
十
六
時
三
〇
分
～
十
七
時
三
〇
分
） 

桑
原 

隆 

（
日
本
国
語
教
育
学
会 

会
長
） 

 
 

演
題 

「
探
究
的
言
語
生
活
を*

楽
し
む*  

―

試
作
単
元
： 

 

？ 
 

 

」 

 

参
加
費 

二
千
円 

懇
親
会 

五
千
円 

 

（
当
日
受
付
に
て
） 

 
 

 

申
込
先 

 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

２
月
２
７
日
（
金
）
締
切 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

連
絡
先 

千
葉
大
学
教
育
学
部
国
語
科
教
育
研
究
室
内 

 

森
田 

 

真
吾 

 
 
 
 
 

電
話
０
４
３‐

２
９
０‐

２
５
３
７ 

メ
ー
ル 

s-m
orit

a
@
facu

l
ty.ch

i
ba

-u.
jp 

 

※
会
員
で
な
く
て
も
参
加
可
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 


